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市
の
財
政
事
情
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■会計別予算執行状況（表２）� （単位：千円、％）	
会計名 予算現額 収入済額 執行率 支出済額 執行率

一般会計 20,669,084 17,664,092 85.5 17,128,182 82.9

特
別
会
計

国民健康保険 7,760,242 7,085,897 91.3 7,061,018 91.0
介護保険 5,106,026 4,381,240 85.8 4,182,719 81.9
後期高齢者医療 907,983 899,343 99.0 813,038 89.5
池尻財産区 51,223 50,050 97.7 50,050 97.7
半田財産区 7,772 7,348 94.5 7,348 94.5
東野財産区 3,312 2,247 67.8 2,247 67.8
今熊財産区 33 4 12.1 4 12.1

小計 13,836,591 12,426,129 89.8 12,116,424 87.6
合計 34,505,675 30,090,221 87.2 29,244,606 84.8

■企業会計予算執行状況� （単位：千円、％）	

会計名 収入 支出
予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

水道事業 収益的 1,298,142 1,287,155 99.2 1,235,836 1,166,783 94.4
資本的 180,579 204,725 113.4 396,839 349,337 88.0

下水道事業 収益的 1,675,424 1,660,836 99.1 1,671,253 1,643,147 98.3
資本的 759,080 732,107 96.4 1,142,840 1,073,230 93.9

　　　　　　

■地方債の現在高（表３）� （単位：千円）
名称 現在高

一般会計債 15,546,839
臨時財政対策債 9,840,429
教育債 2,130,704
土木債 1,940,520
総務債 606,056
第三セクター等改革推進債 355,500
減税補てん等債 339,869
消防債 214,087
民生債 112,974
農林水産債 6,700

（企業会計債）水道事業債 1,862,948
（企業会計債）下水道事業債 7,517,261

合計 24,927,048

■一時借入金の現在高（表４）� （単位：千円）
名称 現在高

一般会計 0
特別会計 200,000

国民健康保険 200,000
介護保険 0

（企業会計）水道事業 0
（企業会計）下水道事業 0

合計 200,000

　

財
政
事
情
と
は
、
市
の
予
算
の
執
行
状
況
や
地
方
債（
国
・金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
入
金
）の
現
在
高
、
基
金（
家
庭
で
い
う

と
貯
金
）な
ど
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
す
。
平
成
29
年
度
下
半
期（
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
）の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、

１
９
１
億
６
６
１
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
前

年
度
繰
越
予
算
３
億
２
４
３
９
万
円
と
補
正
予

算
11
億
７
８
５
９
万
円
を
加
え
、
歳
入
歳
出
予

算
額
は
、
２
０
６
億
６
９
０
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
は
、
収
入

が
85・５
％
に
対
し
て
、
支
出
が
82・９
％
と
な
っ

て
い
ま
す（
表
１
、２
）。
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
、
民
間
保
育
園
施
設
整
備
費
補
助
金
と
し
て

２
億
３
０
３
１
万
円
や
、（
仮
称
）第
２
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
新
設
工
事
費（
平
成
29
年
度
支
出

分
）と
し
て
１
億
円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
結
果
、
当
初
予
算
に
対
し
て
、
７・
８
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

７
つ
の
特
別
会
計
を
加
え
た
全
体
で
み
る
と
、

収
入
済
額
が
予
算
現
額
の
87
・
２
％
、
支
出
済
額

が
84
・８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■基金の状況（表５）� （単位：千円）
名称 現在高

一般会計 3,855,420
財政調整基金 3,161,309
地域福祉基金 257,332
職員退職手当基金 240,312
文化振興基金 104,173
その他基金 92,294

特別会計 723,362
合計 4,578,782

会
計
別
予
算
の
執
行
状
況

地
方
債
・
一
時
借
入
金
の
現
在
高

基
金
の
状
況

出
納
整
理
期
間
と
は

　

会
計
年
度
末（
３
月
31
日
）ま
で
に
確
定

し
た
お
金
の
受
け
入
れ
と
支
払
い
に
つ
い

て
、
整
理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
期
間
を
い
い
、
翌
年
度
の
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
２
か
月
間
を
さ
し
ま

す
。
こ
の
期
間
の
収
入
や
支
払
い
を
行
う

も
の
は
ま
だ
執
行
済
み
に
は
な
っ
て
い
な

い
た
め
、最
終
的
な
執
行
割
合
は
各
表（
３

月
31
日
現
在
）よ
り
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

基
金
と
は
、
家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の
で

す（
表
５
）。
全
会
計
の
基
金
を
あ
わ
せ
る
と
、
約

45
億
７
８
７
８
万
円
で
す
。
な
お
、
基
金
に
つ

い
て
も
、
収
支
状
況
を
考
慮
し
出
納
整
理
期
間

中
に
調
整
を
行
う
た
め
、
最
終
的
な
残
高
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
債
は
、
建
設
事
業
な
ど
で
大
き
な
資
金

が
必
要
な
場
合
に
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

お
金
を
借
り
入
れ
る
も
の
で
す（
表
３
）。
地
方
債

の
総
額
は
、
約
２
４
９
億
円
で
す
。
な
お
、
出

納
整
理
期
間
中
の
借
り
入
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

最
終
的
に
は
こ
れ
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
支
払
期
限
ま
で
に
資
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
一
時
的
に
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
る
も
の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
お
い
て
、
２
億
円
の
残
高
と
な
っ
て
い

ま
す(

表
４)

。

 17,664,092［85.5％］

        

                         

          

         

             

       20,669,084       

                 

                

                  

                             

合計｜

7,125,162［97.4％］

      　3,147,847［90.7％］

     2,877,980［105.3％］

    　　1,026,400  ［58.3％］

          　965,616［51.5％］

    　　　1,264,057［106.3％］

   499,820［100.0％］

     757,210［41.5％］

      7,314,319

         3,471,947

          2,733,000

1,761,500

                1,8　1,875,828

                     　1,189,000

 　499,820

　　　　　　　1,823,670

 

市税｜

国庫支出金｜

地方交付税｜

市債｜

府支出金｜

各種交付金｜

繰越金｜

その他｜

（個人･法人）市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税などの税金

特定の事業の経費の一部として、国から支出されるお金

全国で一定水準の行政サービスを確保できるように、
国から交付されるお金

公共施設（道路・公園・学校など）建設や改修をする際に借り入れる
お金(臨時財政対策債を含む)　

特定の事業の経費の一部として、大阪府から支出されるお金

前年度から繰り越したお金

地方譲与税、繰入金、分担金及び負担金、使用料及び手数料など

（地方消費税・地方特例・自動車取得税・利子割・配当割・
交通安全特別・株式等譲渡所得割）交付金

7,855,276［82.4％］                                  

  2,302,546［79.6％］                                           

1,907,828［79.1％］                                       

1,593,025［93.5％］                             

1,394,291［85.4％］　                  

1,024,898［74.0％］               

734,985［96.2％］　      

315,333［91.4％］

9,534,343                                                                   

2,892,911                                                         

2,411,461                                                 

1,703,464                    　     

1,632,345 　                　

  1,385,098                        

764,303　　   

345,159

民生費｜

教育費｜

総務費｜

公債費｜

衛生費｜

土木費｜

消防費｜

その他｜ 議会費、農林水産業費、商工費、予備費

消防や救急救命活動などにかかる経費

環境保全・ごみ処理、健康増進・疾病予防などの経費

市道・公園などの整備や管理などの経費

市が借り入れた市債の返済にかかる経費

幼稚園、小・中学校、社会教育、スポーツ振興など教育に関する経費

市税の徴収、災害対策、庁舎管理などの経費

（高齢者・障がい者・児童）福祉、子育て支援などの経費

17,128,182［82.9％］

        

                         

          

         

             

        20,669,084        

                 

                

                  

                             

合計｜

　	　　予算現額　	　　収入・支出済額
［　］内は執行率　（予算現額には、繰越予算を含む） 歳入歳出

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況  （
単
位
：
千
円
）（
表
１
）

問い合わせ　財政グループ



【第１・2・3子以降の定義】
〈第１子〉　	 最年長の園児
〈第２子〉　	 小学３年生までの兄姉が１人いる園児（２人以上就園している場合の次年長の園児を

含む）
〈第３子以降〉　小学３年生までの兄姉が２人いる園児（３人以上就園している場合の３番目以降の園

児を含む）
※①～③の世帯については、負担軽減の条件（兄姉の年齢制限「小学３年生を上限」）は適用されません。
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問
い
合
わ
せ　
保
育
・
教
育
グ
ル
ー
プ

　
私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
し
い
案
内
と
申
請
用
紙
は
、各
幼
稚
園
か
ら
配
布
し
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い
と
き
は
、

保
育
・教
育
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
19
日
㈫
～
７
月
９
日
㈪（
土
・日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
７
月
７
日
㈯
は
午
前

９
時
～
午
後
０
時
の
み
受
付
）

対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
満
３
～
５
歳
児
を
私
立
幼
稚
園（
子
ど
も
・子
育
て
支
援
新
制
度

に
移
行
し
て
い
る
幼
稚
園
は
対
象
外
）に
就
園
さ
せ
て
い
る
世
帯（
保
護
者
）

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　 

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

　
次
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
、「
児
童
手
当
」が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
給
し
て
い
る
人
は
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
の

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
分
か
ら
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
間
】

　
１
日
㈮
～
29
日
㈮
の（
土
・日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２

日
㈯
・16
日
㈯
は
午
前
９
時
～
午
後
０
時
の
み
受
付
）　
※
こ

の
期
間
に
提
出
し
た
人
に
は
、
10
月
５
日
㈮
に
、
６
～
９
月

分
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
現
況
届
は
提
出
期
間
以
降
も

受
け
付
け
ま
す
が
、
こ
れ
以
降
に
提
出
し
た
場
合
の
支
給
日

は
未
定
で
す
。

　
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
　
○
転
入
ま
た
は
転
出
し
た
と

き
　
○
新
た
に
対
象
と
な
る
年
齢
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き

　
支
給
は
、申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

出
生
日
あ
る
い
は
養
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
15
日
以
内
に
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
出
生
日
あ

る
い
は
養
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

　 

今
月
は
児
童
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　
２
～
５
月
分
の
児
童
手
当
を
８
日
㈮
に
支
払
い
ま
す
。
住

所
変
更
や
対
象
児
童
数
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
後
日
返
還
金
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

狭
山
池
を
と
り
ま
く
神
々
と
社

　

池
守
田
中
家
文
書
か
ら
狭
山
神
社
、

狭
山
堤
神
社
、
龍
神
社
、
狭
間
神
社
な

ど
、
狭
山
池
を
と
り
ま
く
神
社
に
関
す

る
も
の
を
取
り
上
げ
、
狭
山
池
惣
絵
図
、

龍
王
図
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
関
係
文

書
を
展
示
・
公
開
し
ま
す
。

と
き　

２
日
㈯
～
７
月
16
日
㈷
い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

と
こ
ろ　

狭
山
池
博
物
館
・
特
別
展
示
室

入
場
料　

無
料　

と
き
・
内
容
　
①
24
日
㈰「
狭
山
池
水
下

地
域
の
神
社
に
つ
い
て
」、
②
７
月
７
日

㈯「
狭
山
地
域
の
神
社
の
歴
史
」、
い
ず

れ
も
午
後
２
時
～
３
時
30
分　

と
こ
ろ
　
狭
山
池
博
物
館
・
ホ
ー
ル

講
師　

①
西
田
敬
之
さ
ん
／
松
原
市
民

ふ
る
さ
と
ぴ
あ
プ
ラ
ザ
学
芸
員　

②
吉

井
克
信
さ
ん
／
狭
山
池
博
物
館
副
館
長

入
場
料
　
無
料　

定
員
　
１
２
６
人（
当
日
先
着
順
）

歴
史
セ
ミ
ナ
ー

池
守
田
中
家
文
書
特
別
公
開

補助額

ひとり親世帯や在宅障がい児（者）のいる①～③の世帯の補助額
問
い
合
わ
せ　

狭
山
池
博
物
館

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
、

も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま
す（
法
人
の
場
合
は

３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
）。

不
法
投
棄
を
防
ぐ
に
は

　
私
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
草
刈
を
し
、

見
通
し
の
き
く
状
態
に
し
た
り
、
フ
ェ
ン
ス
や

柵
を
設
置
す
る
な
ど
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環

境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

６
月
は「
環
境
月
間
」、
５
月
30
日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）～
６
月
５
日（
環
境
の
日
）は

「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」で
す　

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見
つ
け
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
警
察（
１
１
０
番
）に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
警
察
へ
は
、
場
所
、
時
間
、
投

棄
物
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
犯
人
の
顔
や

身
体
の
特
徴
な
ど
を
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
も
不
法
投
棄
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
み
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
☎
３
６
７
‐
７な

く
そ
う
ゴ
ミ

９
５
３
、
電
子
メ
ー
ル

（seikatsu@
city.osakasayam

a.osaka.
jp

）も
可

問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　市では、帝塚山学院大学食
物栄養学科健康実践栄養課
程「ぶどうちゃんレシピ開発
チーム」から市に提供された

「大野ぶどうレシピ」を商品化
し、店舗で提供できる事業者
を募集します。
　募集要項などは１日㈮以降
に市ホームページで公開しま
す。詳しくは問い合わせくだ
さい。

大野ぶどう加工レシピ
提供店舗募集

問い合わせ　農政商工グループ

不
法
投
棄
は
、

｢

し  

な  

い｣

｢

さ
せ
な
い｣｢

許
さ
な
い｣

対象区分 第１子 第２子 第3子以降

① 生活保護世帯 308,000円 308,000円 308,000円

② 市民税非課税世帯
市民税所得割非課税世帯 272,000円 308,000円 308,000円

③ 市民税所得割課税額　
77,100円以下世帯 187,200円 247,000円 308,000円

④ 市民税所得割課税額　
211,200円以下世帯 62,200円 185,000円 308,000円

⑤ 上記以外の世帯 ― 154,000円 308,000円

対象区分 第１子 第２子 第3子以降

① 生活保護世帯 308,000円 308,000円 308,000円

② 市民税非課税世帯
市民税所得割非課税世帯 308,000円 308,000円 308,000円

③ 市民税所得割課税額
　77,100円以下世帯 272,000円 308,000円 308,000円

（龍神社）

（狭山神社）

（狭山池惣絵図）

例：きょうだいが、中学校２年生、小学校３年生、５歳児（就園）、３歳児（就園）の場合
①～③世帯：５歳児が第３子、３歳児が第４子　④⑤の世帯：５歳児が第２子、３歳児が第３子



　
放
課
後
児
童
会
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
日
中

家
庭
を
留
守
に
す
る
世
帯
の
小
学
生
を
対
象
に
、
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
集
団
生
活
の
中
で
の
自

主
性
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
養
う
と
と
も
に
、
仲
間

と
の
交
流
を
通
し
た
健
全
な
心
身
の
成
長
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
市
が

直
接
運
営
す
る
児
童
会

の
現
場
を
一
部
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
児
童
に

寄
り
添
い
、
児
童
が
安

心
し
て
放
課
後
児
童
会

活
動
が
で
き
る
よ
う

日
々
奮
闘
し
て
い
る
放

課
後
児
童
支
援
員
の
皆

さ
ん
の
声
を
お
届
け
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ

安
全
安
心
ス
ク
ー
ル
開
校

め
ざ
せ
！
安
全
安
心
推
進
リ
ー
ダ
ー

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
、
地
域
の
防
災
・防
犯
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
救
命
・防
災
・防
犯
を
統
合
し

た「
安
全
安
心
ス
ク
ー
ル
」を
開
校
し
ま
す
。
基
礎
・入

門
編
か
ら
応
用
編
、
そ
し
て
よ
り
高
度
で
専
門
的
な
特

別
編
ま
で
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
１
年
を
通
し
て
実

施
し
ま
す
。
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
人
に

は
、
安
全
安
心
推
進
リ
ー
ダ
ー
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
講
印
が
す
べ
て
押
さ
れ
て
い
る
安
全
安
心

ス
ク
ー
ル
受
講
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
安
全
安
心
推

進
リ
ー
ダ
ー
の
認
定
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
防
災
・

防
犯
推
進
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
過
去
に
認
定
証

を
交
付
さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

■
応
用
編　
普
通
救
命
講
習
会

と
き　
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　
と

こ
ろ　
消
防
署
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
出
張
所
・研
修
室　
内

容　
応
急
手
当
の
重
要
性
・心
肺
蘇
生
法
・Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

法
な
ど　
参
加
費　
無
料　
定
員　
50
人　
持
ち
も
の

筆
記
用
具　
申
し
込
み　
電
話
で
防
災
・防
犯
推
進
室

■
基
礎
入
門
編　
基
礎
講
習
会

と
き　
30
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時　
と
こ
ろ 

市
役
所
・第
１
会
議
室　
内
容　
安
全
安
心
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
認
証
式
、
講
習「
防
災
・
防
犯
の
基
礎
知
識
」	

参
加
費　

無
料　

定
員　

１
０
０
人（
当
日
先
着
順
） 

持
ち
も
の　
筆
記
用
具　
申
し
込
み　
不
要

問
い
合
わ
せ　
防
災
・防
犯
推
進
室

　市では、大阪狭山市グリーン水素シティ構想（案）を作成
し、実証実験を進めたところ課題が多く、さらに構想（案）に
かかる事業を進めるために市が出資して設立したメルシー for 
SAYAMA 株式会社の経理や「大阪狭山市ため池等太陽光発電
モデル事業」の事務手続きに不備がありました。このままでは
新たな事業を進めていくことは困難であると考え、構想（案）
を取り下げることとしました。
　構想（案）へのパブリックコメントや、タウンミーティング
時においては、市民の皆さまから貴重なご意見やご提言など
をいただき、誠にありがとうございました。今後は、「グリー
ン水素シティ事業推進室」を「グリーン水素シティ事業対策室」
に組織名称を変更し（４月28日付け）、「大阪狭山市魅力発信及
び発展に関する事業並びにグリーン水素シティ事業等に関す
る執行方法に係る監査」における指摘事項も踏まえ、必要な指
導監督や是正に向けた取り組みを早急に進め、市政への信頼
回復につとめます。

　

防
火
・
消
火
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
、

弓
場
美
月
さ
ん（
写
真
上
・
中
央
）・
植
田
伊
津
子

さ
ん（
写
真
上
・
右
）、
森
田
和
子
さ
ん（
写
真
下
・

右
）の
３
人
に
消
防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
２
月
、
弓
場
さ
ん
が
一
般
住
宅
内

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
気

付
き
、
消
防
署
へ
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
隣
に
住
む
植
田
さ
ん
と
と
も
に
白

煙
が
充
満
し
て
い
る
家
の
中
で
、
台
所
に
あ
る

鍋
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を
発
見
し
、
植
田
さ

ん
が
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
、
火
災
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
、
森
田
さ
ん
が
近
所
の
住
宅

の
排
気
口
か
ら
大
量
の
煙
が
出
て
い
る
の
を
発

見
し
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
て
ん
ぷ

ら
油
か
ら
出
火
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
の
中
に

消
火
器
が
な
か
っ
た
た
め
、
自
宅
の
消
火
器
を

持
参
し
、
住
人
の
初
期
消
火
に
協
力
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

消
防
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

グリーン水素シティ構想（案）を取り下げます

問い合わせ　グリーン水素シティ事業対策室

　
地
震
が
起
き
た
ら
ま
ず
身
を
守
る
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
拡
声
子
局（
ス
ピ
ー
カ
ー
）か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
。

と
き　
７
月
５
日
㈭
午
前
10
時
頃　
※
事
前
に
告
知
放
送
を
実
施
し

ま
す　
放
送
内
容　
チ
ャ
イ
ム
音
⇓
こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
お
お
さ
か

さ
や
ま
で
す
⇓
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
⇓「（
緊
急
地
震
速

報
チ
ャ
イ
ム
音
）緊
急
地
震
速
報
、大
地
震
で
す
。大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓

練
放
送
で
す
。」　
※
３
回
く
り
か
え
し
⇓
こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
お
お
さ
か

さ
や
ま
で
す
⇓
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
⇓
チ
ャ
イ
ム
音

問
い
合
わ
せ　
防
災
・
防
犯
推
進
室

緊
急
地
震
速
報　
訓
練
放
送
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放課後児童支援員 放課後児童支援員
（夏期補助員）

勤
務
期
間

採用日～平成31年３月31
日㈰の日曜日などを除く
週４日程度

７月21日㈯～８月27日㈪

応
募
資
格

保育士・教員・社会福祉士
などの資格を持っている
人、または２年以上放課
後児童健全育成事業に従
事した人で、おおむね20
歳以上の人

小学１～６年生までの児童
の育成に関心のある18歳
以上の人（高校生を除く）

応
募
方
法

市役所社会教育・スポーツ振興グループで配布する応募
用紙（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を
書いて、〒589‐8501大阪狭山市役所社会教育・スポー
ツ振興グループへ郵送または直接　※夏期補助員の応募
用紙は、ニュータウン連絡所、子育て支援センターでも
配布しています

受
付
期
間

随時　※土・日曜日・祝日
を除く。ただし、土曜開
庁時は午前９時～午後０
時のみ受付

11日㈪まで　※土・日曜日
を除く。ただし、２日㈯は
午前９時～午後０時のみ受
付

支援員を募集しています

南第一放課後児童会の皆さん

児童会
で働いて
みませんか？

問い合わせ　社会教育・スポーツ振興グループ

　どんな仕事？　

　やりがいは？　

  支援員になって良かったと感じることは？  

広報おおさかさやま	2018.609

●放課後の子どもたちの遊びや生活に寄り添い、見守り
ます。授業を終えた子どもたちが、「ただいまっ！」と元
気に放課後児童会に帰ることができる、和やかな環境
づくりが大切です。異なる学年が混在していることや
学校とのルールの違いに、戸惑う子どももいます。支
援員同士が協力しながら子どもたちを見守り、保護者
と共に子どもたちの健やかな成長を支える仕事です。

●子どもの成長を見られます。向き合えば向き合うほ
どに成長した姿が見えるのが面白いです。
●自分より学年が低い子が新しく入会した時などに、子
どもたちに「思いやり」や「いたわり」が芽生え、お兄さん
お姉さんの顔を見せてくれるなど、異なる学年の子ど
もたちが集うところに大きな魅力があります。
●子どもたちの安全を確保し、放課後の時間を充実させ
るには、支援員同士の連携・協力が不可欠です。だんだ
んと良いチームワークを築けていることを実感できる
のは、やりがいにもつながり、大きな喜びでもあります。

●子どもたちの笑顔に触れることができます。子ども
たちから温かさ、癒しを感じながら仕事をしています。
●辛いことや悩みがあっても、ここに来れば、子ども
たちからもらう元気で気分が晴れ、日々の活力へとつ
ながります。
●児童会を卒業した子がまちなかで声をかけてくれる
ことも多く、「支援員をしていて良かったな」と感じます。
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障
が
い
者（
児
）給
付
金
を
支
給
し
ま
す

●
申
請
期
間 

１
日
㈮
～
20
日
㈬（
土
・日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
日
㈯
・16

日
㈯
は
午
前
９
時
～
午
後
０
時
の
み
受
付
）　
※
期
間
内
に
申
請

が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
を
支
給
で
き
ま
せ
ん

● 支給額（年額）
身体障がい者手帳

1・2 級 15,000 円
3・4 級 8,000 円
5・6 級 5,000 円

療育手帳
A 15,000 円
B1 8,000 円
B2 5,000 円

精神障がい者保健福祉手帳
1 級 15,000 円
2 級 8,000 円
3 級 5,000 円

※複数の手帳を持ち、支給要件に重複し
て該当する場合は、金額の高い給付金の
みを支給します

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
保
健

福
祉
手
帳
を
持
ち
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
に
障
が
い
者（
児
）

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
日
は
７
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
給
付
対
象 

次
の
支
給
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

●
申
請
方
法

支
給
要
件
と
な
る
手
帳
、
印
鑑
、
振
込
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
っ
て
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
直
接
。ま
た
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

手
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
、
〒
５
８
９
‐８
５
０
１
市
役
所
福

祉
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送　
※
障
が
い
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
を

申
請
者
と
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
支
給
に
際
し
て
は
、
課
税
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

給
付
金
の
申
請
前
に
世
帯
全
員
の
前
年
所
得
に
関
す
る

申
告
が
行
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
し
て

い
な
い
場
合
は
、
申
請
前
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
大
阪
狭
山
市
に
転

入
し
た
人（
世
帯
）は
、
転
入
前
に
住
ん
で
い
た
市
町
村

が
発
行
す
る
平
成
30
年
度
市
民
税
課
税
証
明
書
が
必
要

で
す

■
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳（
支
給
基
準
日
で
あ
る
７
月
15
日
現
在
有

効
な
も
の
）の
い
ず
れ
か
を
持
つ
人　

■
基
準
日
ま
で
引
き
続
き
３
か
月
以
上（
平
成
30
年
４
月

16
日
以
前
か
ら
）住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

■
手
帳
を
持
つ
人
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
ま

た
は
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と

６
月
は

「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」

で
す

～
働
く
の
は
私
！　

私
自
身
を
見
て
く
だ
さ
い
～

　

就
職
の
面
接
で
、
出
身
地
や
家
族
の
職
業
、

思
想
・信
条
な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、

本
人
に
責
任
の
な
い
こ
と
や
、
本
来
自
由
で
あ

る
べ
き
こ
と
で
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
大
阪
府
で
は
、６
月
を「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」

と
定
め
、
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
就
職
差
別
１
１
０
番
】

　
採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ
い
て
、
相
談
、

関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
電
子
メ
ー
ル　

rosei-g04@
sbox.pref.os	

aka.lg.jp

（
相
談
受
付
は
６
月
中
随
時
）

○
臨
時
電
話
☎
０
６‐６
２
１
０‐９
５
１
８

13
日
㈬
～
15
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
６
時

６月１日は人権擁護委員の日
「みんなで築こう 人権の世紀～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～」

　人権擁護委員は、私たちの人権にかかわる身近な相談相手です。市では、毎月第３木曜日の午後１時～４時（祝
日を除く）に、市役所で人権擁護委員による人権相談を行っています。また、６月１日は、「人権擁護委員法」が施
行されたことを記念する「人権擁護委員の日」です。１日㈮の午後１時～４時に、人権擁護委員の日の特設人権相
談も行います。相談は無料です。　※市民相談・人権啓発グループへ予約が必要です
　大阪狭山市の人権擁護委員は次の皆さんです。
○石井重光（大野台三丁目）　○新井宏子（狭山二丁目）　○谷村三千代（池尻中一丁目）　○中西隆（西山台五丁目）
○山中雅典（今熊一丁目）　○北田徹（大野台六丁目）　○宮﨑加代子（半田三丁目）　○中井新子（茱 木三丁目）	
○川添毅（狭山二丁目）　※敬称略

住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設
備

（
太
陽
光
発
電
・
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
・
蓄
電
池
）

の
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

設
備
を
設
置
し
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
や
節
電
に

取
り
組
み
、
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
や
電
力
の
使

用
状
況
な
ど
を
報
告
で
き
る
人
に
、
シ
ス
テ
ム

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
７
月
号

広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

補
助
金
額　
５
万
円（
上
限
）ま
た
は
対
象
シ
ス

テ
ム
設
置
費
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず
れ
か

少
な
い
方
の
額（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
世
帯
に
つ
き
、
１
対

象
シ
ス
テ
ム
あ
た
り
１
回
限
り
で
す
。た
だ
し
、

世
帯
を
別
に
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
既
に
補

助
金
の
交
付
を
行
っ
た
シ
ス
テ
ム
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん 設

置
モ
ニ
タ
ー
募
集

７
月
２
日
㈪
か
ら
受
付

問い合わせ　農林水産省神戸植物防疫所大阪支所☎06－6571－0804
　　　　　　大阪府環境農林水産部農政室推進課病害虫防除グループ☎072－957－0520

梅、桃（ハナモモを含む）の樹木調査（ウメ輪紋病）を行います

問い合わせ　市民相談・人権啓発グループ

　市内でウメ輪紋ウイルスによる病気の発生が確認されました。国および大阪府では、ウイルスの感染拡大の有無を確
認するため、６月から８月の間に次の地域で梅、桃などの樹木調査を実施します。

対象地域　大野台の一部、大野東の一部、茱 木の一部、金剛の一部、西山台の一部、半田、東池尻の一部、東茱 木の
一部、東野中、東野東の一部
調査方法　農林水産省職員、府職員または府が委託した調査員が対象地域を見回り、感染の疑いがある場合は訪問して
樹木を確認します。また、分析のため、葉を数枚採取する場合があります。なお、不審に思ったときは身分証の提示を
求めてください。

『
し
な
い　
さ
せ
な
い　
就
職
差
別
』

問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ　
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進

室
労
政
課
労
政
・労
働
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎
０
６‐

６
２
１
０‐９
５
１
８

ウメ輪紋病とは
　感染すると特徴的な病斑が葉に生じ、海外では桃やスモモの果実にも斑紋が現れ、成熟前に落果するなど、
大きな被害が報告されています。感染した樹木の葉を吸汁したアブラムシ類によって感染が広がりますが、人
や動物には感染しません。また、感染した樹の果実を食べても健康に影響はありません。
　葉に特徴的な輪紋が生じている梅を所有している人は、連絡してください。



市では「」
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大阪狭山市高齢者保健福祉計画及び
第７期介護保険事業計画を策定しました

　平成30年度から平成32年度の３年間にわたる高齢者福祉行政の進め方
について定めた「大阪狭山市高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業
計画」を策定しました。
　なお、今月号の広報誌には、広く市民の皆さんに計画について知って
いただくため、計画の【概要版】を折り込みしています。
　今後、３年間はこの基本計画に基づき施策を展開していきます。

問い合わせ　高齢介護グループ

　

４
月
１
日
現
在
で
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
あ
る
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
受
診

券
を
５
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
の
有
効
期
限
を
確
認
し
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
４
月
２
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
人
で
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
保
険

年
金
グ
ル
ー
プ
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
特
定
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
に
受
診
可
能
日
を
確
認
し
、
国
民
健
康
保
険
証
と
、
同

封
し
て
い
る「
受
診
票
／
結
果
票
」を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度
受
診
し
た
人
は
、
受
診
結
果

票（
平
成
29
年
度
分
）も
併
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
結
果
は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
時

は
そ
の
医
療
機
関
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
２
～
３
か
月
後
に
結
果

票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■市内の特定健康診査実施医療機関 特
定
健
康
診
査
を
開
始
し
ま
す

医  療  機  関  名 住　　所 電 話 番 号
青葉丘病院 東池尻一丁目 365 － 3821
穴川整形外科医院 西山台三丁目 366 － 6952
今井医院 池尻自由丘一丁目 366 － 1061
今井クリニック 金剛二丁目 365 － 0647
上島医院 西山台一丁目 365 － 6579
うえむらクリニック形成外科 半田一丁目 368 － 3111
遠藤医院 金剛一丁目 367 － 8401
大阪さやま病院 岩室三丁目 365 － 0181
おがわクリニック 西山台三丁目 366 － 7211
おざさクリニック 池尻中三丁目 366 － 0088
樫本病院 東茱 木四丁目 366 － 1818
辛川医院 金剛二丁目 365 － 0066
きりの診療所 茱 木四丁目 349 － 7522
金剛原田医療クリニック 半田二丁目 366 － 2200
狭山みんなの診療所 西山台三丁目 367 － 3339
砂川医院 池尻北一丁目 367 － 1238
たかはしクリニック 茱 木四丁目 360 － 2020
つきやま胃腸内科 半田一丁目 368 － 9007
辻本病院 池之原二丁目 366 － 5131
てらにしレディースクリニック 池尻自由丘一丁目 367 － 0666
とうだクリニック 西山台一丁目 367 － 1819
長尾クリニック 西山台三丁目 366 － 9192
永田医院 池尻北二丁目 365 － 0033
西村医院 茱 木三丁目 366 － 1066
にしむらクリニック 狭山二丁目 367 － 8703
西山クリニック 池尻自由丘三丁目 349 － 3120
半田あつたかクリニック 半田三丁目 349 － 6842
兵田病院 山本東 366 － 2345
平林小児科 西山台六丁目 366 － 9272
松尾医院 金剛一丁目 366 － 4726
森田クリニック 池尻自由丘一丁目 365 － 0555
わかきクリニック 茱 木五丁目 367 － 7766

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　長谷雄二教育長が、５月
の開会議会で議会の同意を得
て、再任されました。任期は、
平成30年５月18日から平成
33年５月17日までの３年間
です。

長谷雄二教育長
　　　　が再任

問い合わせ　教育総務グループ

■閲覧場所
市役所高齢介護グループ、情報公開コーナー、ニュータウン連絡所、保健
センター、さやま荘、市立公民館、図書館、地域包括支援センターの各窓
口に設置するほか、市ホームページからも閲覧できます。

　特定保健指導は、特定健康診査の結果、メタボリックシンドロームまたは予備
軍に該当した人を対象に、生活習慣の改善を支援するものです。保健師や管理栄
養士などが、無理のない食事や運動の方法を一緒に考え、実践のお手伝いをします。
※対象者には、特定健康診査を受診した翌月頃に案内を送付します

～あなたの健康づくりを応援します !～
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コミュニケーションアプリ「LINE」で、市の行政情報やイベント情報を受け取れるほか、パソコン
などからもアカウントページを閲覧することができます。皆さんの友だち登録をお待ちしています。

LINE＠とは
会社や団体などが、LINE を利用するユーザーとコミュニケーションができる LINE株式会社のサー
ビスです。　※なお、大阪狭山市 LINE＠アカウントでは、メッセージへの返信はできません。

問い合わせ　広報・魅力発信グループ

＠grp5164u

市では、１日から、LINE＠による情報発信をはじめます

×

ココで友だち登録！！

→

ID：



○募集人数 各中学校区４人程度（書類による選考があります。市民会議は、地域の関係団体などの委員などを含め、全 
体で 30人程度で組織する予定です）

○応募資格 次に掲げる要件のすべてに該当する人　⑴市内に在住、通勤、通学または市内で活動している（ボランティ
ア活動・市民活動をするなど）18歳以上の人（ただし、20歳未満の人の場合は、保護者の承諾が得られてい
ること）　⑵市のまちづくりに関心があり、まちづくりに対して意欲と熱意のある人　⑶平成31年３月末
までに 10回程度開催する会議（ワークショップやフィールドワークを含む）に参加できる人　⑷大阪狭山市
職員および市議会議員でない人

○任　　期 ７月（予定）から平成31年３月31日㈰まで
○報　　酬 なし
○応募方法 15日㈮までに、市役所企画グループ、市民活動支援センター、ニュータウン連絡所で配布している応募用

紙に必要事項と応募理由を記入し、「私が住む（勤める・学ぶ・活動する）地域の今後のまちづくり」をテーマ
とする小論文（800字以内）を添付し、〒589－8501大阪狭山市役所企画グループへ郵送または直接。ファク
シミリ（FAX367ー 1254) または電子メール (kikaku@city.osakasayama.osaka.jp）も可。15日㈮消印有効　※ 提出
された書類は返却できません。応募用紙は、市ホームページからもダウンロードすることができます

○結果通知 書類選考のうえ、応募者全員に書面にてお知らせします

問い合わせ　企画グループ

　市では、平成33年（2021年）度からのまちづくりの指針として「第五次大阪狭山市総合計画」の策定を進めています。こ
の計画には、地域別（中学校区別）計画を新たに盛り込むことを予定していることから、地域の皆さんからの意見を幅広く
いただき、計画に反映させるため、中学校区ごとに「まちづくり市民会議」を設置します。
　市民会議では、市全体のまちづくりのほか、ワークショップや、フィールドワーク（まち歩き）なども取り入れながら、
中学校区ごとの地域特性や課題を洗い出し、それらを踏まえた地域ごとのまちづくりの方向性や取り組みについても提
案をいただくこととしています。また、市民会議での議論や提案は、今年度並行して検討を行う予定の狭山ニュータウ
ン地区の活性化指針に反映させるなど、連携した取り組みを進める予定です。
　以上のことを踏まえ、市民委員として参画できる人を募集します。

　
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ッ
」と
聞
こ
え
た
ら
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
ま
だ
大
丈
夫
」と

思
っ
て
い
る
と
落
雷
の
被
害
に
あ
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
稲
光
が
見
え

た
ら
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
い
木
の
近
く
は
危
険
で
す
。
木
の
す
べ
て
の
幹
、
枝
、
葉
か
ら
最
低

で
も
２
m
以
上
は
離
れ
、
姿
勢
を
低
く
し
て
、
持
ち
も
の
は
体
よ
り
高
く

突
き
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
防
災
・防
犯
推
進
室

梅
雨
時
の
大
雨
に
備
え
て

　

こ
の
季
節
に
は
、
毎
年
、
日
本
列
島
に
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
、
長
雨
と

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ

プ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
避
難
所
や
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、
大
雨
の
と
き
に
発
表
さ
れ
る
気
象
警
報
や
注
意
報
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
大
雨
に
備
え
、
次
の
点
に
注
意
し
て
、
家
の
ま
わ
り
を
点
検
し
、
掃
除

や
修
理
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
雨
ど
い
に
木
の
葉
が
つ
ま
っ
た
り
、
つ
な
ぎ
目
が
は
ず
れ
た
り
し
て
い

な
い
か

●
側
溝
に
落
ち
葉
や
ご
み
、
土
砂
が
た
い
積
し
て
い
な
い
か

●
屋
根
瓦
ま
た
は
ト
タ
ン
の
ず
れ
や
破
損
は
な
い
か

●
雨
戸
の
傷
み
、
立
て
付
け
不
良
は
な
い
か

●
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
は
用
意
し
て
い
る
か

雷
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

水
難
事
故
を
防
止
し
よ
う

　
夏
休
み
に
、
海
や
川
へ
行
こ
う
と
計
画
し
て
い
る
人
も
い
る
は
ず
で
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
毎
年
海
や
川
で
は
悲
し
い
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
水
難
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
注
意
点

①
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。
水
辺
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な

い②
体
調
が
悪
い
と
き
や
、
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
泳
が
な
い

③
気
象
状
況
に
注
意
し
、
天
候
が
悪
化
し
た
と
き
は
泳
が
な
い

④
泳
ぐ
と
き
は
、
準
備
体
操
を
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
休
憩
を
と
る

⑤
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い

⑥
1
人
で
は
泳
が
な
い

⑦
油
断
や
不
注
意
か
ら
事
故
が
起
こ
る
の
で
、
特
に
自
分
の
力
を
過
信
し

な
い

⑧
釣
り
を
し
た
り
ボ
ー
ト
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
を
着
用
す
る

●
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場
合

　
す
ぐ
に
消
防
署
に
１
１
９
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
と
協
力

し
て
救
助
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部

安
全
な
場
所

家
な
ど
の
木
造
建
築
物
、学
校
、デ
パ
ー
ト
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
鉄
筋・

鉄
骨
の
建
物
、
自
動
車（
オ
ー
プ
ン
カ
ー
は
不
可
）、
バ
ス
、
列
車
の

内
部

　
泳
い
で
助
け
に
行
く
の
は
最
後
の
手
段
で
す
。
泳
が
な
い
で
助

け
る
の
が
最
も
良
い
方
法
で
す
。
単
独
で
は
自
分
ま
で
溺
れ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
る
の
で
、
背
が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
の
場
所
で
は
不

用
意
に
と
び
こ
ま
ず
、
周
囲
の
人
と
協
力
し
、
ロ
ー
プ
や
竿
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
使
い
、
十
分
安
全
を
確
保
し
て
、
救
助
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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「
安
心
」は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
か
ら

　
国
民
年
金
は
国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で

す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
基
礎
年
金
と
し
て
受

給
で
き
ま
す
。
し
か
も
、老
後
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
や
け
が
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

に
は
障
害
年
金
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
遺

族
に
対
し
て
遺
族
年
金
な
ど
の
保
障
も
あ
り

ま
す（
た
だ
し
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
次
の
３
種
類
で
す
。

■
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
者
、
学
生
、フ

リ
ー
タ
ー
、無
職
の
人
な
ど
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
で
、
保
険
料
は
自
分
で
納
付
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者　
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
で
、
保
険

料
は
各
制
度
か
ら
ま
と
め
て
納
付
さ
れ
る
の

で
、
個
別
に
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
第
３
号
被
保
険
者　
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
配
偶
者
で
、
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入
し
て

い
る
制
度
で
負
担
さ
れ
る
た
め
、
個
別
に
納
付

す
る
必
要
は
な
く
、
配
偶
者
の
給
料
か
ら
も
差

し
引
か
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
年
金
が
受
給
で

き
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
親
の
世
代
の
年

金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
子
ど
も
世
代
が

保
険
料
を
過
度
に
負
担
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

　
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
し
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
必

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

【
保
険
料
の
免
除
制
度
】

　
第
１
号
被
保
険
者
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
た
り
、
猶
予（
年
齢

制
限
あ
り
）さ
れ
ま
す
。
同
様
に
、
学
生
の
場

合
に
も
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
特
例
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
や
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
、
届
け
出
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ

ま
す
。

【
こ
ん
な
人
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
】

　
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
と
き
や
、
保
険
料
の
未
納
期
間

が
あ
る
と
き
、
次
の
人
は
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人　
●
海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
65
歳
未
満
の
日
本
人　
●
年
金
受
給
権
を

満
た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

第五次大阪狭山市総合計画「まちづくり市民会議」　市民委員を募集します
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狭山池まつり狭山池まつり

　

４
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
狭
山
池
で
狭
山

池
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で

約
５
万
人
が
訪
れ
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
運
営
に
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
手

漕
ぎ
ボ
ー
ト
、
模
擬
店
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
、

狭
山
池
に
集
ま
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

龍
神
舞
台
で
は
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
様
々

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
狭
山
音
頭

を
踊
る
な
ど
、
晴
天
の
中
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
博
物
館
屋
上
ガ
ー
デ
ン

で
は
、
土
木
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
子
ど
も

た
ち
が
ア
ー
チ
橋
を
手
作
り
し
、
土
木
の
お

も
し
ろ
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
狭
山
池
博
物
館
で
は
、

水
庭
×
灯
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ア
ー

ト
作
品
が
展
示
さ
れ
、
東
堤
干
潟
や
南
堤
、

西
堤
で
は
灯
り
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
。
約
３

㎞
の
狭
山
池
の
堤
を
灯
火
輪
が
つ
な
ぎ
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

舞い、

踊り、

歌い、
PHOTO  IS

学ぶ
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